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慶應義塾大学 DMC 紀要 7(1),2020

パネルセッション 1  

「オンライン教育が大学をどう変える？」 

〔パネリスト〕 

大川 恵子（慶應義塾大学大学院メディアデザイ

ン研究科教授／DMC研究センター副所長）

森 秀樹（東京工業大学教育革新センター准教授） 

藤本 徹（東京大学大学院情報学環講師／

大学総合教育研究センター講師） 

〔モデレータ〕 

重野 寛（慶應義塾大学理工学部教授／ 

DMC研究センター所長） 

重野：それではまず講師の皆さん、ご講演

ありがとうございました。ここからはパネ

ルセッション『オンライン教育が大学をど

う変える？』ということをテーマにお送り

したいと思います。残念なことに、斯道文

庫の佐々木孝浩先生はご都合によって参加

できないということです。 

少し休憩をいただきましたので、全体を

振り返ることも兼ねて、ちょうど楽描人

（らくがきじん）カエルンさんが書いてく

ださった、非常に素晴らしいグラフィッ

ク・レコードがございます。急遽お願いし

て、こちら正面でのスクリーンでも表示し

ていただきました。私の絵も描いていただ

きまして、先ほど横に並んで記念撮影をさ

せていただきました。 
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 佐々木先生からは、非常にフレッシュな

感じで、慶應義塾で第 1 号のコースを作っ

たときのライブ感やリアルな感じをお話く

ださり、「ああ、こんなふうに作られたの

だな」ということがわかる講演をいただき

ました。 

 それから 2 番目の東工大の森先生からは、

東工大の 5 年間の取り組みやその内容につ

いてお話しいただきました。TokyoTechX 、

既に配信されている 10 コースについても、

いろいろなご経験についてご披露いただき

ました。やはり、最初のコースが生みの苦

しみと、大変だったという思いもあり、印

象に残られているということでした。大変、

面白いと思ったことの一つとして、学内を

どうやって巻き込んでいくかということに

非常に進んだ取り組みをされていて、コー

スの提供をされる先生方を学内公募で選ば

れていたり、学生さんが TA としてお手伝

いをしていたりしています。さらにオーガ

ナイズされて、これにサーティフィケイト

を出すような形で加わっているということ

で、学内的な着地といいますか、プロモー

ション、巻き込み方に関して、非常に進ん

だ取り組みをされていると思いながら、拝

聴いたしました。もちろん他にもいろいろ

なことをお話しいただきましたが、個人的

にピンポイントで引っ掛かったところを、

少しご紹介させていただきました。 

 

 

 

(C) 2019 @ujisakaeru 
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 それから、東京大学大学院藤本先生から

は東大での取り組みについてご講演をいた

だきました。東工大や慶應とも全く異なる

アプローチで、進めていらっしゃいまして、

最初は国際広報的な取り組みや、社会貢献

的な取り組みとして始まったということで、

それをどうやって学内に収めていくかとい

うその課題感は、われわれにも共通すると

ころだと思います。早くから取り組んでお

られますので、教育コンテンツを提供して、

学生さんを集めて教育しましたというレベ

ルから、もう一歩も二歩も、先に進んでい

らっしゃいます。例えば大学間の連携に進

んでおられる点、相互評価のレポートを可

視化されて、さらに留学したい人向けの教

育コンテンツを提供したりする点など、こ

れまでのコンテンツとはまた違った形の新

しいオンライン教育ならではのコンテンツ、

日本ならではの新しいコンテンツに取り組

まれており、大変興味深く拝聴いたしまし

た。そして最後には、ゲーミフィケーショ

ンの取り組みということで、科研費をとら

れて、いわゆる研究としても展開をされて

いるということですので、大学ならではの

在り方のようなことを、大変、勉強させて

いただいたと思います。さて、ざっくり振

り返りをさせていただきました。このグラ

フィック・レコードを表示してくださった

スタッフの方、ありがとうございます。 

 少しざっくばらんに進めていきたいと考

えていますが、私からリードをして、最初

にご質問を幾つかさせていただきたいと思

います。まず、お三方の経験の中で、恐ら

く何らかのきっかけがあって、こういうこ

とに関わられたと思うのですが、新しいオ

ンライン教育をやってみたり、コースを出

してみたりすることによって、何か新しい

価値といいますか、やっていてよかったと

いう個人的な達成感、これは何か新しい可

能性があるのではないかというようなこと

を、感じた瞬間があったのではないかと思

うのです。そのようなことに関して、少し

ご披露していただけないかと思っておりま

す。それは、教育的なものかもしれません

し、あるいは教育の形のようなことかもし

れません。あるいは意外とこれまでのもの

と同じだなと感じたり、逆に違うなと感じ

たりするかもしれません。そのようなこと

を少しお話いただけないかと思うのですが、

いかがでしょうか。 

 

 

重野先生 
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藤本：この MOOC 事業が始まって、最初の

頃は、やはり大規模（Massive）であるこ

とが非常に関心を集めたのです。1 コース

に 10 万人とか何十万人単位で受講生が集

まりますし、佐々木先生もおっしゃってい

ましたが、今までにないようなフィードバ

ックを教員が受けるという体験をされまし

た。それによって、皆さん今まで教えてき

た中で、このような体験をしたことは初め

てだと、先生方は口々におっしゃります。

それは現在も同じで、規模としては、1 コ

ース当たりの受講者という観点でいうと、

だいぶ少なくはなってきているのですが、

それでもやはり大学の中の閉じた大教室の

授業で 300 人を相手にするのとは全く違う

規模の学生と触れることができます。しか

も慶應なら日吉や三田、あるいは東大の本

郷に来られない人でも、世界中から集まっ

ているというインパクトは、やはり大きか

ったと思います。それによって大学のそれ

までやっていたオープンエデュケーション

の授業は、まだ大学の枠の中でやっていた

ものが、枠の外で、そもそもそのプラット

フォームを大学が提供していないところで

やっていますし、そのプラットフォームに

参加する大学同士の連合が起きたというの

も、この 5 年ぐらいの大きな変化でありま

す。そういう今まで補完的な位置付けで、

オンライン教育を行っていたのが、補完で

はなくなったという点が大きな変換である

と思います。 

 

 

 

重野：ありがとうございます。森先生、い

かがでしょうか。 

 

森：そうですね、私自身はものつくりを通

じて、人がどう学ぶかということに興味が

あるので、どうしてもそこに戻ってしまう

のですが、やはり学生がオンライン教材を

作るということは、非常に価値のある、面

白い学びの場だと感じています。つまり自

分たちの作ったものが、世界に向けて発信

されて、ある意味さらされるわけです。オ

ンライン教材のいいところは、作り直すこ

とができますから、何度でも作り直して試

しながら、自分たちが納得いく形で、また

直していくという作業に入るわけです。で

きるという意味では、実はオンライン教材

を作ること、特にいわゆるフューチャーフ

ァカルティプログラムですが、これから大

学教員を目指す学生にとっては、貴重な経

藤本先生 
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験になるのではないかと感じているところ

です。 

 

 

 もう 1点は、その新しい価値として MOOC

を始めてから、もちろん OCW があって、

MOOCがあってという流れもございますが、

学内でもやはり急速にオンラインを活用し

ようという動きができてきたことです。具

体的に言いますと、スタジオもあり、撮影

もできるのなら、今まで普通に教室で倫理

教育をやっていたけれども、録画して見て

もらうようにスタジオできれいに撮ってみ

ようという話になったり、それは情報セキ

ュリティーの講座だったり、学生の留学前

の安全講習だったりします。学内でオンラ

イン教育を使ってみたい、試してみたいと

いうニーズが掘り起こせたことも大きいと

思います。 

 また、今、進んでいるところでは、授業

でのオンライン教材の活用です。MOOCで作

ったものを、今、実際に 1 年生が、電気電

子の授業で全員受講しています。いわゆる

授業前の教材として活用しています。それ

に伴って、今、学内では、そのオンライン

で受けた授業を、どう時間として認めるか

というような議論も広がってきています。

そういう意味では、MOOCからさらに広くオ

ンライン教育について、学内に新しい価値

が少しずつできてきているのではないかと

思います。 

 

重野：大川先生いかがですか。 

 

 

 

大川：そうですね。私もまず一つ目は、

FutureLearn はソーシャルラーニングであ

りますが、その三つのフィロソフィーのよ

うに、教育理念に対してのドライブが強い

タイプのプラットフォームなのです。ニュ

ートラルなプラットフォームもあるし、結

構強いタイプのプラットフォームもあって、

私たちは結構強いタイプでやってきたので

すが、それが私にとっては、新しい発見も

たくさんあって、とても面白かったのです。

私はそもそも、どちらかといえば、コミュ

ニケーションやテクノロジーがバックグラ

森先生 

大川先生 
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ウンドで、教育にバックグラウンドがあり

ませんので、こういうフィロソフィーに沿

って、自由にデザインしていいよというこ

とがすごく楽しかったのです。今回少しワ

ークショップもやりましたが、1 時間半、

教室で話すということを前提とした授業で

はなく、どうやったら伝わるかということ

を積み上げていくことでデザインできると

いうところが非常に面白いと思いました。 

 そしてそれは、私が面白かっただけでは

なく、それをワークショップで先生とやっ

たときに、先生が完全にパラダイムシフト

してくれて、先生も、「これファカルティ

ディベロップメントにいいね」と言ってく

ださったのです。つまり、学ぶとか、教え

るとかというパラダイムが、本当にシフト

してくれるのではないかと思った瞬間が、

私にはうれしかったのです。特に、最初、

「先生、この授業をオンラインでやりまし

ょう」と言ったときに、先生が「15回こう

いうふうにやろうと思います」といってく

るのを、私がガッと変えてしまうところが、

楽しいなと思いました。 

 

重野：はい、ありがとうございます。期せ

ずして森先生と大川先生は、それぞれに少

しこれまでとは違うご経験があるように思

いました。また、藤本先生から学生のフィ

ードバックが世界からある、マッシブであ

ることがこれまでとは違い、大学を飛び出

しているという感覚でしょうか、あるいは、

大学の教育の在り方から飛び出していると

いう感じでしょうか、やはり MOOC の世界

から見えてくるところがあるのではないか

というお話を伺いました。 

 そして、私からお伺いしたいと思ってい

るのは、まさに学内についてです。活用が

始まっているというお話をそれぞれいただ

いています。それから学外に飛び立ってい

るというお話もいただいていますが、やは

り大学でやっていることですので、学内で

どのように評価をされているのかというこ

とをお伺いしたいと思います。生々しい話

になると思いますが、例えば教員の方の認

知度や、学生さんの認知度などというのも

あるかと思うのです。東大ではそもそもあ

った授業を、オンライン化するところから

始められたと説明いただいたと思うのです。

そういう意味では最初から授業で使うとい

うようなことがベースラインにあったので

しょうか。 

 

藤本：そこは若干、補足が必要でして、オ

ープンコースウェアは、正規授業をそのま

ま収録して公開する取り組みです。MOOCは

新たにオンラインコースとして作りますの

で、担当の先生からすると追加の負担を伴

う活動となります。担当授業とは別に追加

でやらなければならないので、負担が大き

い。そうすると引き受けるには、少しハー
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ドルが高いと感じる先生や躊躇される先生

も多いです。東大は方針として英語の授業

を配信するということをやっていますので、

英語で授業ができて、新しい授業を追加で

提供できるという方は、限られるのが現状

です。 

 

重野：東工大の場合には、募集をされて今、

作っているということですが、これは正規

の授業とはやはり別のアディショナルな形

になるのですか。それともご自身がやって

いる、普段の講義をオンライン化してほし

いというような応募が多いのでしょうか。 

 

森：基本的には MOOC で出したいものと、

SPOCとして学内利用したいものとの両方を

公募しております。ですので、先生方によ

っては学内、自分の授業で使いたいという

応募もいただきますし、MOOCとして出した

いという応募もいただいています。数とし

ては、一昨年が 4 件です。今年はまだ受け

付けているような状態でございまして、こ

れからもう少し認知度を上げていかなけれ

ばならないというところでございます。 

 

重野：ありがとうございます。それでは大

川先生からも慶應の状況を一言お願いしま

す。 

大川：認知度を上げていかなければいけな

いというのもあるのですが、今、SPOCのお

話が出たので、学内でどう使われているか

お話しします。Quantum Computers のコー

スについては、世界中で一緒に学びながら

レジスタした学生だけは、SPOCのようにト

ラックができる機能があって、教室受講者

はそのスペシャルなレジストレーションを

しながら、一緒に学ぶということをやって

います。これはラーニングマネージャー機

能というものなのですが、そうすると教室

の学生は誰がどこまでやったのかというの

を、先生が個人特定しながらモニターでき

るのです。でも、プライベートではなく、

コメントはもう世界中でやるというのをや

っていて、これはかなり面白いです。授業

の中でも、もう 2 年やっていますが、やっ

ていなかったときよりも、学生の理解度は

とても上がって、かつブレンディッドにな

りますから、授業の中では実習中心のよう

なことができるようになってきたというコ

メントをいただいています。そういう無理

のないやり方で、ブレンディッドを使って

いくというの 

は、コースによってはありなのではないか 

と思います。 

 

重野：はい、ありがとうございます。先ほ

どお休みの間に、少しご質問をいただいた

のですが、私の知識の確認も兼ねてお聞き

します。ここで言っている MOOC の講義を

発信しますというお話は、受講者の方々か
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ら見ると、それぞれのプラットフォームに

受講者は学生として登録をして、授業を受

けるということで、オンラインの配信を受

けるのは、基本的には無料で自由に受ける

ことができるという理解でよろしいでしょ

うか？ ただそれですと、受けたことで終

わってしまうということになってしまいま

す。大川先生の話ではサーティフィケイト

という、有料で出しているもののお話があ

りましたが、プラットフォームによって少

し言い方が違うようですが、いわゆる受講

が完了しましたという、終了証を出すとい

うところまでは、どのプラットフォームで

もやっているかと思うのですが、そういう

理解でよろしいでしょうか。 

 

大川：そうですね、FutureLearn も有料で、

お金を払うとサーティフィケイトがゲット

できるという状況になっています。最近は

サブスクリプションモデルが主流になりつ

つあって、1 年間いくらでどんなコースで

も受けられます。有料会員というか、有料

ユーザーとして受けられるので、どんどん

学ぶと少し得をすることになるので、そう

いうのはいいなと最近思っています。 

 

重野：質問された方はサーティフィケイト

を取りましたとおっしゃっていましたが、

授業終了や完了したときに、大学の中では

どういう扱いになっているのかというのを

教えていただけますか？ 例えばサーティ

フィケイトを取ったことと、単位が取れた

ということは、大学の中では、おそらく独

立したことだと思うのですが、場合によっ

ては単位として認定しますということもあ

るかと思うのです。その辺の扱いがどのよ

うになっているのかを、教えていただけま

すか。いかがでしょうか。 

 

 

藤本：まず東大は、開始当初から、学内の

単位認定と結び付けてしまうと、制度的に

非常にややこしいことになってしまうので、

結びつけておりません。学内の教務委員会

などで、そのための調整をしていると、

MOOCは何年たっても作ることができなくな

ってしまいます。そういうわけで、MOOCの

修了証は、公開講座のような位置付けで、

学内の単位認定とは別個の取り組みとして

始めました。それは現在も変わっておらず、

修了した方は、東大の提供している MOOC

を修了しましたという証しとして、修了証

を有料で発行してもらえます。あのコース

を受講してくれたのかと認識されることは
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あるかと思いますが、制度的には単位とし

て認定されていません。 

 

 

 

森：東工大も、今のところは、MOOCの修了

証を単位として認めるということをやって

いません。ただ、MOOCを立ち上げた理由の

一つが、先ほど話すのを忘れておりました

が、学内で学生が英語で学べる環境を作る

ということで、実は大学院の授業を全て英

語にするという目標を立てています。です

ので、そういった意味では、これから先生

方のニーズとしても、実は、MOOCにたくさ

んのコースがあって、英語で学べるものが

あったら使いたいというようなお話をいた

だいていて、今、検討しているというよう

な段階でございます。 

 

重野：ありがとうございます。大川先生コ

メントはございますか。 

大川：はい、慶應も単位とは無関係に動い

ております。ただ、慶應の学生がというわ

けではないのですが、学生のほうは、サー

ティフィケイトを取ったということを、か

なり真剣に主張してきます。edXでは、「大

学では学ばなかったのですが、私はもう

edX で経済学をきちんと学んで、edX から

この修了証をもらったので、私をきちんと

経済を学んだことにしてください」という

ようななことを普通に言ってきます。例え

ば、留学の選考のときなどですが、やはり

学生の捉え方は随分違ってきました。 

 

重野：これはある意味、今日のテーマから

するとあまり面白くない質問をしていると

も言えそうです。それは、今の大学の制度

とどうつながっているのですかという視点

ですので、必ずしも明るい未来に焦点を当

てていないからです。実感としては、非常

にいろいろな可能性がある取り組みである

し、プラットフォームではあるのですが、

大学の中でどう着地するのかということに

関して、まだ課題がたくさんあります。そ

の一つは、学生さんから見れば、大学の授

業と同じように授業を受けたつもりでも、

残念ながら大学のほうで、それをうまく吸

収できていないと感じております。それは

大学の課題だというようにも感じますし、

新しい学び方をどうやって大学に取り入れ

ていくのか、あるいは、ある見識をもって

取り入れないというのも正解なのかもしれ

ませんが、そういうことを考えていく必要

があると感じながら、きょうの話を聞いて

おりました。明るい未来だけではない話か

森先生 
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ら入ってしまいましたが、敢えて聞かせて

いただきました。 

 ちょうど区切りがいいようですので、会

場からご質問やコメントがありましたら受

けたいと思います。いかがでしょうか。 

 

大川：いくつかオンラインで質問が入って

大川：いくつかオンラインで質問が入って

おります。 

 

重野：オンラインでどのような質問が入っ

ていますか。 

 

大川：単位のことについてとプラットフォ

ームについて質問が入っております。『東

大では、現在、edXと Courseraの両方を作

っていますが、この二つを両立させていく

のは、これからも継続されるのでしょう

か？またはその二つのプラットフォームで、

ラーナーとかコース設計などに違いがある

のでしょうか？』という質問があります。

よろしくお願いします。 

 

重野：ちょうど私もその質問を考えていた

ところなのですが、プラットフォームにつ

いては、本日はその違いについてお話が出

ませんでした。東大では二つを併用されて

いますので、その辺の理由やコース、プラ

ットフォームの違いなどがあるようでした

ら、教えていただけますでしょうか。 

 

藤本：国内から Courseraと edXと二大プラ

ットフォームに参加しているのは東大だけ

なのですが、戦略的にはリソースの限られ

た状態で、二方面作戦をやるというのは非

常にまずいので、本当はやらないほうがい

いと思うのですが、何とかやりくりしなが

ら、両方にコースを出しているというのが

現状であります。 

 特徴としては、edX の方はオープンソー

スで edX のプラットフォームの開発を立ち

上げられるようになっています。東大もオ

ープン edX という、オープンソースを使っ

て、独自のプラットフォームを提供してい

ます。それを世界各国がやっていて、オー

プンソースのカルチャーでどんどんアップ

デートするというアプローチでやっていま

す。非常に良くできているところもあれば、

少し不出来な感じのところもあるというの

が、edX プラットフォームの特徴です。 

大川先生 
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 一方、Courseraは、シリコンバレーの資

本が入って、スタンフォードの教授たちが

中心になって立ち上げましたので、最近は

大学というよりも、プラットフォーム会社

のような形で運営されているような状況が

あります。非常にプラットフォームが洗練

されていますし、相互評価レポートなども、

Courseraのほうが使いやすいところがあり

ます。FutureLearn も先ほど先生がおっし

ゃったように、ソーシャルラーニングをか

なり意識しているプラットフォームで、そ

こが edXや Courseraとの大きな違いだと感

じます。実は私、FutureLearn から東大に

オファーがあったときに検討する立場にい

ました。世界の主要な三つ MOOC プラット

フォームの管理画面にアクセスしたのは、

多分日本で私だけではないかとちょっと自

慢なのですが、あまりにマニアック過ぎて、

誰もそのありがたみを分かってくださいま

せん。 

 

大川：ありがたいです。 

 

重野：ありがとうございます。プラットフ

ォームで悩んだら、藤本先生のところにご

相談に行くといいのではないかと思います。

他に何かありますでしょうか。 

 

森：はい、FutureLearn のステップという

考え方ですが、すごく素敵だと思います。

きょう、この会場に来るときに、そこの階

段のところに 3 歳ぐらいのお子さんがいて、

頑張って階段を上っていたのです。ああ、

上った、上った、上ったと見ていたのです

が、上り終えたときお母さんに、大きな声

で「上れた！」と叫んでおりました。やは

りこのステップという考え方は、非常に達

成感があっていいなと思いました。僕の大

学の東工大は edX のプラットフォームです。 

 

大川：実は、森先生とは FutureLearn のデ

ザインワークショップを一緒に香港で受け

たことがあります。 

 

森：はい。 

大川：edX と FutureLearn の両方とも何と

なく知っておりますが、やはり人材なので

はないかと思うのですが…。 

 

森：そうですね。そういった意味では、

edX は何というか、すごく、シンプルでい

ろいろできますので、汎用性のあるような、

藤本先生 
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いわゆる通常のラーニングマネジメントシ

ス テ ム に 近 い よ う に 思 い ま す 。

FutureLearn のワークショップを受けた僕

自身の感覚では、やはり、教育的なことを

踏まえて作られているというのを感じまし

た。先ほどのステップの話もそうですが。 

 

重野：はい、ありがとうございます。少し

教育の話に戻したいと思うのですが、新し

い可能性として、ブレンディッドラーニン

グという言葉も出てきています。また、

MOOCそのものの効果と言えるかどうか分か

りませんが、TAさんにとって非常に学習効

果が高いというのも、意外でした。オンラ

インの世界だけ見ていると分からないよう

な話なのですが、まだ単位にはならない新

しい学びの MOOCはいかがでしょうか。 

 

森：私は所属している教育革新センターの

ほうで、学内の先生方向けのセミナーをた

くさんやっているのですが、ブレンディッ

ド型の授業をお薦めしています。つまりク

オーターになっているのですが、1 週間に

2 回授業があるときに、風邪を引いてしま

ったら、2 回参加できないことになってし

まいます。オンラインで 1 回やって、もう

1 回は集まるという形でできるような、そ

んな授業の設計の仕方や教材の製作などを、

センターのほうでも推進しているところで

す。このように、MOOCを少し学内利用でき

るように、ブレンディッドのお薦めもして

います。 

 

重野：ありがとうございます。コースを単 

 つまり、MOOC用に設定するというよりは、

既存の大学の講義等に連動させたり、連結

させたりするということですね。特に学内

利用からすると、ある講義を取ると、オン

ラインコースがその教材の位置付けになっ

ていて、単位は学校の授業で取ると。その

教材の一つとして、MOOCの教材が位置付け

られるというような形で、お互いにブレン

ドされていくという感じでしょうか。 

 

森：そうですね、どちらかというとオンラ

インの教材としての MOOC のコースという

よりは、おっしゃられたように、その教材

の一つとして授業の中で活用していくとい

うような意味です。 

 

重野：なるほど、分かりました。ありがと

うございます。 

 

重野先生 
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大川：質問してよろしいでしょうか。週 2

回のうち、1 回オンライン、1 回教室とい

うのは、週 2 回教えたことになるのですか。 

 

森：まだ、それは…。 

 

大川：交渉中ですか？ 

 

森：そうです。その方向で交渉中です。も 

ちろんそのために、きちんとフォローをす

るような体制を整えなければいけないとい

うことが、文科省の大学設置基準上決めら

れていますから、そういった形でサポート

をいたします。オンラインもうまく混ぜて

使うことを、今、学内で先生方に話してい

るところです。 

 

大川：それ絶対、制度化したいです。許し

ていただきたいと思っているのですが、大

学連合で実現するというのはいかがですか。 

 

重野：はい、藤本先生、新しい教育の形と

いう意味ではいかがですか？ 

 

藤本：まだ、国内大学がそこまで行きつい

ていないだけで、MOOCは海外の需要を見る

と非常に前向きな状況になっています。い

くつか例を挙げると、MOOCのフルオンライ

ンだけで取れる修士課程も、すでに各大学

が立ち上げていますし、イリノイ大学が先

駆けてオンライン MBA を始めました。イリ

ノイ大学の MBA はそんなに上位ではなかっ

たのですが、MOOCを出したことで評判にな

ってランキングが上がったという話もあり

ました。それから単位互換という観点では、

edX にはマイクロマスターズという制度が

ありまして、それは修士課程で入学したと

きに MOOC を先に受講していれば、それが

単位として認定されるという仕組みです。

MIT を中心に、オーストラリアなど各国の

大学が連合して、MITの MOOCを取ったら、

大学院に入るときに単位として認めるとい

うようなことは既に起きているのです。そ

ういうことを日本の大学がどこまで頑張っ

てやるかというところが、これからの課題

だと思います。 

 

重野：ありがとうございます。うまく話を

広げられなかったのですが、その点に少し

言及したかったのです。きょうの私の質問

は、日本の大学の都合のようなところから

出発しているのですが、世界で見ると MOOC

の使い方というのが、われわれ日本の大学

の常識を越えているところがあり、やはり

世界に目を向ける必要があると思います。

まさに今コメントいただいたようなところ

が重要になってくると思います。大川先生、

何かございますか？ 
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大川：そうですね、FutureLearn の中でも、

フルマスターコースもありますし、マイク

ロクロデンシャルと最近いわれている、も

っと小さい単位でバッジのようなものを取

っておいて、集めて学位にするというよう

なものも、既に始まっています。もう少し

言いますと、自分の大学のコースではなく

て、他の大学の MOOC のコースを自分の大

学の単位として認めるという大学間連携も

進んでいます。例えば、A 大学のコースが

すごくいいので、B 大学でそれを再認定す

るから受けていいよというようなことです。

細かい単位で取り、単位ということでオフ

ィシャルであり、かつ学位にもつながり、

かつ一つの大学の授業だけを受ける必要も

ないというような状況は、既に起きていま

す。 

 

重野：ありがとうございます。まだまだ議

論が足りないところはあるのですが、お時

間が来てしまいました。 

 私が最後に少し申し上げたいのは、やは

り様々な大学の制度や規則の制約を、どう

しても受けてしまうと考えています。それ

は何か理由があるから、そういう制度がで

きているわけなのですが、新しい技術、新

しい学び方ということが出てきたときに、

それに対応していく必要があるのだろうと

思っています。少し奥歯にものが挟まった

言い方になるのは、今の制度のままでは駄

目なのだということも、含まれていると思

うからです。先ほどの単位の話もそうです

し、授業の置き方の話もそうです。でも、

それは徐々に変わってくると思いますし、

また必要なところは変えていかなければい

けないと思います。こういう取り組みは、

ますます進んでいくといいのではないかと

思いながら、きょうはお話を伺っておりま

した。 

 それでは最後に講師の皆さんから一言ず

ついただきまして、セッションを終わりに

したいと思います。それでは森先生からお

願いいたします。 

 

森：次の 5 年後にどういうことが起きてい

るのかということにすごく興味があります。

少なくとも今、大学に入ってくる学生さん

たちは、子どものときからオンラインに慣

れていますし、小中高とオンラインで授業

をたくさん受けてきていますので、それを

大学で受けられないという状況は、学生さ

んにとっては少々違和感があることなのか

もしれません。そういう状況も見据えて、

環境をつくっていければいいのではないか

と思います。 

重野：ありがとうございます。藤本先生い

かがでしょうか。 
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藤本：はい、学習者の観点からいくと、き

ょう何度も話題になりましたが、実質的に

はどの分野でも無料で、様々なコンテンツ

から学ぶことができるようになったと思い

ます。少しお金を足せば、学位まで取れる

ようになりましたし、アメリカなどでも、

非常に学費が上がっている現状の中で、や

はり学費を抑えて教育を広く人に伝えてい

くという観点は、提供者側としてもっと考

えていくべきだと思います。今の大学制度

に縛られて、これはできませんということ

が、日本の大学にはあまりにも多いので、

せっかくのチャンスですから、もっと先駆

的にできればいいと常々思いながら、学内

でのややこしいものと戦いながら活動をし

ています。今後も継続性ということを考え

ると、学内の問題というのはあるのですが、

やはり価値を見いだしてもらうためには、

継続的にその価値を伝えていく必要がある

と思いました。今日のこのような機会に参

加させていただき、非常に感謝しておりま

す。ありがとうございました。 

 

重野：ありがとうございます。最後に大川

先生、お願いします。 

 

大川：はい。5年 10年、考えていきたいと

いうのは、本当にまさにそうだなと思いま

す。教室を完全に否定するということは全

く考えてないのですが、私たちはそう見ら

れてしまうところがあります。今後、教室

の価値は上がると思うのです。だから、オ

ンラインと一緒に、あうときは何をするの

か、あわないときは何をするのかというこ

とを自由に考えながら、新しいデザインを

教員たちが作れるようになると、社会は変

わるのではないかと思います。大学間で相

互に協力したいと思いました。 

 

重野：本日は誠にありがとうございました。

私の質問から、暗い話題が先行してしまい

ましたが、最後には明るい話題になりまし

た。とはいえ、皆さま、まだまだ戦ってい

かれるフェーズなのだと思いますので、ぜ

ひ、関係各所で、ご検討をいただきたいと

思います。こういう取り組みは、DMC とし

てだいぶ取り組んでまいりましたが、情報

発信をいたしましたのは、実は今回が初め

てでございます。これを機会にいろいろな

形で連携したり、情報交換をしたりという

ことができたらと思っております。講師の

皆さんはもちろん、会場の皆さまともその

ような関係になっていければ、素晴らしい
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ことだと思っております。それでは若干お

時間が延びましたが、シンポジウムの最初

のパネルセッションをこれにて終わりにし

たいと思います。ありがとうございました。 
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